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株主優待制度

●優待内容
保有株式数 優待内容

200株以上500株未満
500株以上1,000株未満

1,000株以上

クオカード 1,000円
2,500円相当のカタログギフト（注2）
6,000円相当のカタログギフト（注2）

（注2）カタログギフトには、「①山梨県の特産品」「②特別金利定期預金
（金利上乗せ）」「③山梨県内宿泊クーポン」「④社会貢献活動への寄付」を
掲載します。株主の皆さまには、①～④のいずれかひとつをお選びいただ
きます。

当行の財務情報の詳細については、
ホームページをご覧ください。

業績ハイライト 2026年3月31日現在 株式情報 2026年3月31日現在

　株主の皆さまの日頃からのご支援に感謝するとともに、当行株式への投
資魅力を高め、より多くの皆さまに長期間当行株式を保有していただくこと
を目的として、株主優待制度を導入しました。
　また、山梨県の特産品等を優待品として全国の株主さまにお届けすること
により、山梨県の魅力を発信し、地域経済の活性化につなげます。
●基準日
　2026年3月31日を初回基準日とし、以降、毎年3月31日を基準日としま
す（年1回）。
●対象となる株主さま
　毎年3月31日現在の株主名簿に記録された「200株以上の株式を1年以
上継続して保有する株主さま」（注1）を対象とします。
　ただし、2026年3月31日現在の株主名簿に記録された200株以上の株式
を保有する株主さまは、初回に限り保有期間にかかわらず対象とします。
（注1）「継続して1年以上保有」とは、基準日を3月31日とし、9月30日および3月31日の株主名簿に、同一株主
番号で連続して3回以上かつ200株以上の保有が記録されていることが条件となります。

株式のご案内
事業年度
定時株主総会

期末配当金受領

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関
同連絡先

公告の方法

4月1日から翌年3月31日
毎事業年度終了後3か月以内に招集します。

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
TEL　0120-232-711（通話料無料）
受付時間　平日9時から17時

電子公告（電子公告による公告をすることができない場合は、
山梨日日新聞および日本経済新聞に掲載します。）

公告掲載URL
https://www.yamanashibank.co.jp/ir/library/notice/

（注3）
写真はイメージ
です。

当行の
ホームページ株式情報

株主確定日 3月31日
中間配当金受領
株主確定日 9月30日
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～美しい富士山を未来へ
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財務指標
項目
連結ROE

親会社株主に帰属する当期純利益
OHR

連結自己資本比率

4.48%
99億円
58.83％
9.84％

2027年度 KPI
5.8%以上
140億円以上
58%以下
9%台

人的資本指標
項目

人的資本ROI
女性管理職比率

女性管理・監督職*比率
エンゲージメントスコア

0.49倍
7.4%
23.3%
78.6

2027年度 KPI
0.8倍
10%以上
30%以上
78.0以上

社会的インパクト指標
項目

金融教育提供者数（3年累計）
295件
6,051人 

2027年度 KPI
500件

12,000人以上

*監督職…検印業務・部下評価業務を担う。管理職の候補層（役職は支店長代理、課長代理等）　

*ベンチャー・スタートアップ関連支援件数…直接投資件数、LP 出資ファンドによる投資件数、ベンチャーデット対応件数、関連イベントの開催件数、ビジネスマッチング紹介件数

ベンチャー・スタートアップ関連支援件数*（3年累計）

Value Creation Company ～ 1st Stage
創業150周年と「Value Creation Bank」の完遂を経て、次のステージへ

パーパス動画は
こちら

創　　　業　1877（明治10）年
創　　　立　1941（昭和16）年12月1日
本店所在地　山梨県甲府市丸の内一丁目20番8号
電 話 番 号　055-233-2111（代）
資　本　金　154億円
総預金（未残）　3兆8,048億円
貸出金（未残）　3兆328億円
自己資本比率　9.39％（国内基準・速報値）
従 業 員 数　1,667人
営業店舗数　本・支店89（うちインターネット支店１）　
　　　　　　出張所10（うちライフスクエア7）
　　　　　　（山梨県内79、東京都内19、神奈川県内1）

プロフィール（2026年3月31日現在)

山梨強靭化に向けたコンサルティング強化

「山梨・東京コネクト」の取組み
　山梨と東京の営業店で収集した情報などを集積する情報活用
フォーム「山梨・東京コネクト」を始動しました。
　希少価値の高い情報を銀行全体で共有し、取引先同士の新たな
可能性を生み出すことを目的とし、お客さまの課題解決だけでなく、
新たな「発想」や「挑戦」につなげています。

　お客さまの企業価値向上を図り、その取組
みと効果を地域に波及させることで強靭な山
梨の構築を実現する「山梨強靭化戦略」に取り
組んでいます。
　お客さまと将来ビジョンを共有し、お客さま
ごとに適した支援プログラムをご提案する
中、多様な経営課題に対して最先端のコンサ
ルティング支援を実践します。

　中期経営計画における各戦略が順調に推移していることに
加え、計画策定時には織り込んでいなかった政策金利引き上
げによる影響などを考慮し、計画最終年度（2027年度）にお
ける定量目標を上方修正しました。
　これに伴い、長期ビジョンにおけるありたい姿（ROE8％以
上、連結当期純利益200億円以上）を3年前倒しで実現し、さ
らなる高み（ROE10％以上）を目指します。

2025年度（実績）

2025年度（実績）

2025年度（実績）

創業150周年に向けた取組み
　2027年4月15日に創業150周年を迎えます。これもひとえに、お
客さま、地域の皆さま、株主の皆さまの永年にわたる温かいご支援
とご愛顧の賜物であり、役職員一同、心から感謝申しあげます。
　150周年を迎えるにあたり、これまで支えてくださったステークホ
ルダーの皆さまへ感謝するとともに、未来への成長投資の機会とし
て記念事業を実施します。

ステークホルダー 事業内容

お客さま ・創業150周年記念各種キャンペーンの実施
・金融セミナー・イベントの開催

・リニア山梨県駅開業に向けた関係機関との連携
・生物多様性への取組み
・山梨県産品マルシェの開催

・個人投資家さま・地域向けIR説明会の開催

・職場環境の向上

地域社会

株主さま
投資家さま

職　　員

山梨県内エリア
地区本部・営業店

・山梨からの発進力の強化
・東京の情報を活用した課題
　解決

営業統括部・東京戦略本部

情報の
統括・活用

東京都内エリア
東京推進部・営業店

・東京の情報・ネットワークを
　山梨へ提供
・山梨の課題解決による収益
　拡大

中期経営計画

2027年度 

2033年度

2030年度

ROE : %以上 連結当期純利益 : 億円以上

ROE : %以上

ありたい姿

長期ビジョン
Value Creation Company 2034

ROE : %以上 億円以上連結当期純利益 :

Value Creation Company 2034

 

上方修正

上方修正

上方修正

上方修正

〈主な事業内容〉

※上記は、現時点の予定であり、内容を追加・変更する場合があります。

ごあいさつ
　平素より山梨中央銀行グループをお引き立ていただき、誠にありがとう
ございます。
　地域金融機関を取り巻く経営環境は、金利のある世界において伝統的な
預貸ビジネスの収益改善が進む一方、人口減少や構造的な人手不足、また
地政学リスクの影響など、不確実性の高い状況が続いております。
　こうした中、当行グループは長期ビジョン「Value Creation Company 
2034」の実現に向け、折り返しの2年目に入った中期経営計画「Value 
Creation Company～1st Stage」におけるさまざまな取組みを加速させ
ております。法人・個人のお客さま向けコンサルティングの強化や山梨・
東京間の情報連携、地方公共団体と連携したまちづくりなど、なお一層事
業領域を広め、ステークホルダーの皆さまとの関係性を深めながら、さまざ
まな地域課題の解決を図るための役割を積極的に発揮していく所存です。
 2027年4月に迎える創業150周年という大きな節目も踏まえ、パーパス
「山梨から豊かな未来をきりひらく」のもと、地域社会・お客さま・株主の皆さ
まからなお一層信頼されるよう、グループ役職員一同、積極果敢に挑戦し
続けてまいりますので、引き続き格別のご支援、ご愛顧を賜りますよう、心
からお願い申しあげます。

2026年6月

代表取締役頭取

withKOFUにて撮影

150周年記念ロゴマーク


